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不良品のコーヒー豆のピックアップなどに従事する
障害者雇用支援のスタートライン（東京都三鷹市）は新潟県三条市で、コーヒー豆の焙煎（ばいせん）業務などを通じて障害者の就労を支援するサービス「BYSN（バイセン）」を始める。障害者の新しい働き方を提案し、障害者雇用の課題解決を図る。

サービスの拠点となる施設が1日、三条市にオープンした。一般企業が施設内に拠点を構えて障害者を直接雇用する。障害者は企業の管理者の下、コーヒー豆の選別作業や焙煎業務を担う。製造した豆は企業のノベルティーや福利厚生などとして活用してもらう。


焙煎は障害者が安全に利用できる専用の機械を使う
拠点施設「BYSN SANJO ROASTERY」の開設に伴い、8月31日にオープニングセレモニーが開かれた。施設内にはカフェ設備もあり、地域と連携したイベントの開催やトレーニングも予定している。スタートラインのスタッフも常駐し、障害者の支援や企業からの相談を受け付ける。スタートラインと三条市は2月、障害者の雇用促進などを目的とした包括連携協定を締結している。
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